
 

  

ＣＤＭＡ２０００共同ライセンス  伊シズベルが推進 

 

【トリノ（イタリア）６日】イタリアの知的財産権保護の大手シズベル社（SISVEL S.p.A.）は６

日、ＣＤＭＡ２０００共同特許ライセンス策定の進行役として行動し、ＣＤＭＡ２０００規格に

必須の特許とその他の権利行使可能な特許権の募集を行うと発表した。 

 シズベルは、ＣＤＭＡ２０００規格に必須と考える特許を所有しており、特許ポートフォリ

オ・ライセンスへの参加を希望するすべての関係者に呼びかけて、同社が抱える独立した特許専

門家が共同特許ライセンスに含めるための必須性を評価するための特許の提出を求めている。関

係者は特許提出の条件と手順に関する情報を得るためにシズベルの以下のアドレスに電子メール

を送信することが要請されている。アドレス：cdma2000@sisvel.com 

 同社のジャンニ・パンコット最高経営責任者（ＣＥＯ）は「シズベルはＣＤＭＡ２０００共同

特許ライセンス策定の進行役となることを誇りに思う。当社は２５年の経験を有し、３大陸で業

務を行う世界的なプレゼンスを確立しており、この技術に不可欠な特許ライセンスを市場で利用

できるようにする理想的なパートナーである。さまざまな関係者が提出する特許のＣＤＭＡ２０

００規格への必須性の評価は現在も続けられており、われわれはさらに多くの関係者が参加し、

これら特許の使用者がひとつのライセンスでできるだけ多くの必須な知的財産を獲得することが

可能になるのを期待している」と語った。 

 シズベルは、ＣＤＭＡ必須特許にすべてのユーザーが公平、合理的かつ非差別的な条件で容易

にアクセスできるようにする共同ライセンス策定のプロセスを進めるため、ＣＤＭＡ２０００必

須特許を所有する関係者と話し合いを行っている。来年初めまでに合意に達するという目的を持

ってライセンス供与条件で合意を得るため、今後数カ月間に数回の会合が開かれ、評価が完了し、

提出した特許が必須であると認定されれば、その時点で必須特許を所有するすべての関係者はこ

のプロセスに加わることが可能となる。 

 ▽ＣＤＭＡ２０００について 

 ＣＤＭＡ２０００はＩＴＵ（国際電気通信連合）が承認したＩＭＴ－２０００（３Ｇ）規格群

を代表するもので、ＣＤＭＡ２０００・１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００・１ｘＥＶ－ＤＯ、ＵＭＢ（ウ

ルトラモバイルブロードバンド）技術が含まれる。これらは無線サービスと高速データサービス

の需要増大に対応するためネットワーク能力を拡大する。ＣＤＭＡ２０００規格に関する詳しい

情報はウェブサイト（http://www.3gpp2.org/Public_html/specs/index.cfm ）まで。承認された

３ｇｐｐ２発行文書は各プロジェクト標準化機関パートナー（ＴＩＡ、ＡＲＩＢ、ＴＴＡなど）

によって標準化される。 

  



 

▽シズベル（SISVEL S.p.A.）について 

 同社は過去２５年間にイノベーションの推進と特許ライセンスでリーダーとなった特許管理会

社で、特許価値を増大させる世界的なリーダーとして認められている。シズベルはユーザーが１

回の取引で特定の技術規格に必要な特許権を複数の特許所有者から取得することを可能にし、ワ

ンストップの技術プラットフォーム特許ライセンスを提供する。詳しい情報はウェブサイト

（http://www.sisvel.com）まで。 

 連絡先：SISVEL 

     Paolo D'Amato 

     +39-011-990-4114 

     Fax +39-011-986-3725 

     cdma2000@sisvel.com 

     Media Relations contact 

     Alberto Leproni  

     Tel: +39-0-11-990-4114 

（了） 

 

▽問い合わせ先 

Paolo D'Amato of SISVEL, 

+39-011-990-4114,  

Fax, +39-011-986-3725, 

cdma2000@sisvel.com, or 

Media Relations, 

Alberto Leproni, 

+39-0-11-990-4114 

Web Site:  http://www.sisvel.com 
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